



































































































































































雪の深さ 雪の質量 雪の密度 雪の深さ 雪の質量 雪の密度
再測値 Cm 9
9／cmヨ Cm 9 9／cmヨ
1 18．75 10．0 308，4 1．1×10■1 12．3
2 18．93 10．0 12．8 3つの合計値 1．1×10－1
3 18．75 10．0 13．O 157．7
平均 18．8 10．O 12．7
備考　　雪0）深さ測定には長さ50cmの金属製物指を，質量測定には秤量
　　　600g，最小目盛O．5gの白動天秤（村上製）を用いた．
6．考　　　察
　新積雪密度が6．8×10■2g／cm3という値は私の予想よりも小さい値であった．ちなみに新庄
支所での測定値（中村・阿部，！978）と比べてみると，そこでの最多出現頻度が7．Ox10－2g／
Cm3であるからこの仙台で測定された値は，新庄でよく観察される値とほぼ同一であったと
いうことになる．また，新潟県長岡市での測定値と比べてみると，そこでの最多出現値は
7．5×10■2g／cm3であるので（五十嵐・清水・監物，1967），この値とも似かよっていたことに
なる．
　この時の降雪状況を簡単に調べてみると，図1の地上天気図にみられる通り，九州地方に
あった低気圧の日本列島沿いの東北進による影響である．このために北関東から東北南部地
方にかけて雪となったものであり，仙台では19cmの積雪が記録されたのである．図2は，
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図1
Fig．1
1984年12月15日，16日，17日の地上天気図．
Surface　weather　charts　for15　00JST，Dec．15，Dec．
respectively．
16and　Dec、 17．1984
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図2仙台上空の雲の様子．昭和59年12月17日01100時JST（16日16Z），赤
　　　外線写真（気象衛星ひまわり，GMS－3より）
Fig．2　C1oud　distribution　above　Sendai．
　　　01：00JST（16Z，Dec．16），Dec．17．1984
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この時の東北一帯をおおっている雲の状態を示す写真（気象衛星ひまわり，GMS－3．1984年
12月17日01時（JST））である．56豪雪（気象庁予報部，1981）時には，日本列島沿いに低
気圧が北進しながら急速に発達し，仙台沖で中心気圧972mbという台風なみの勢力をもつ
に到り（図3参照），そこで暴風雪をもたらした．図4はこの時の気象衛星から撮影された雲
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昭軸　55早12月24目15口
図3昭和55年12月24日，仙台地方に豪雪被害をもたらした時
　　　の地上天気図．
Fig．3　Surface　weather　chart　fbr15：00JST　Dec．24．1980．
図4　56豪雪時（昭和55年12月24日，14：32JST）の日本上空の雲の様子．
　　　（赤外線写真，気象衛星ひまわり，GMS－1より）
Fig．4　C1oud　distribution　at14：32JST，Dec．24．1980（Infrared　photo・，GMS－1）・
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の写真であるが，昭和59年12月17日の時の低気圧性の雲よりも格段，規模の大きいもので
あることが知られる．今回の降雪も日本列島沿いに北上した低気圧によるものであるから，
低気圧性降雪という点では同じである．しかし今回は幸いにも56豪雪時ほどの被害はもたら
されなかったものの，各種の交通障害が発生した．例えば仙台空港では12便の欠航があり，
国鉄ではダイヤが混乱し，白河発仙台行の列車が1時問遅れたのを最高に，仙台駅を発着す
る上下20本の列車に遅れが出た．また東北自動車道，矢吹一白河間は雪による交通事故のた
め一時閉鎖された（河北新報，1984）．
　56豪雪時の当新庄支所で朝9時に測定された新積雪の密度（昭和55年12月25日）は，
2．7×10■1g／cm3（中村・阿部・東浦・沼野・中村，1985）と異常に高い値であった．今回の
仙台での測定値は6．8x10－2g／cm3という小さい値であったが，この時，すなわち1984年12
月17日9時，新庄支所での値は9．4×10I2g／cm3（新積雪深7cm）であり，仙台での値より
は大きな値を示している．
　新積雪の密度は，その時の降雪条件や気温に大きく左右される．この時の仙台での上空の
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図5　1984年12月16日21：00JST（12：OO　Z）の仙台上空での
　　　気温，相対湿度（氷に対する）ならびに風速分布．斜線個所
　　　は観察された雪の結晶の成長域．
Fi＆5Wind　direction　and　speed，air　temperature　and　re1ative
　　　humidity　on　ice　above　Sendai　at21：00JST（12：00Z），Dec．
　　　16．1984．
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　　付表　1984年12月16日21：00JST（12：00Z）の仙台上空での
　　　　　気温，相対湿度（氷上）ならびに風速分布
A叩o耐ix　Air　temperature，re1ative　humidity　on　ice，wind　direction
　　　　　and　speed　above　Sendai　at21：00JST，Dec．16．1984、
高度（m）
　0
150
1438
2953
55ユ0
7120
気温（℃）　　相対湿度（％）　　風向（deg）　　風速（m／s）
　1．8
　1．2
－4．7
－g．1
－20．9
－32．5
62
56
65
78
68
59
340
350
240
240
260
255
1．5
4，1
10，8
23，1
31，9
44．2
気温等を調べてみたのが図5である．地上で観察された雪の結晶形は上に述べたように樹枝
状，板状および広幅六花であったから，これの成長域は一12℃～一18℃の所にあった（孫野，
李，1966）ことになる．図5にはこの温度範囲を斜線で示してある．この所の湿度は生憎と
実測されていない．この成長域にあった雪の結晶の発現個所を推定してみる．すなわち，そ
の域の平均高度を4．2kmとすると，そこから平均風速15m／sの風にのって平均の落下速度
（0－35÷2）m／s（Magono，1954）で落下してきたと考えられるから，水平距離に換算する
と，風上側360kmの所に発生源があったと考えられる．この様な遠方からやってきた雪も地
上に落下した後，重力の場にあるから，そこで圧密化が進む．この圧密化もその場所の気温
に大きく左右されるから，この仙台での値6．8×10■2g／cm3が仙台での最多出現値とはいえな
いが，この測定値が雪害防除のための何らかの助けになれば幸いと考えている．
　なお，新庄支所での降積雪に関する値は同支所職員の測定によるものである．また，気象
データを収集してくれた研究員の阿部修氏に謝意を表するものである．
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